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2019年海事規制の全体像  

こちらは、英文記事「Charting the 2019 maritime regulatory landscape」（2019 年 1 月 10 日付）の和訳です。 

 

海運業界では、2018年に数多くの規制

が施行されましたが、船員・生命の安

全、防災、環境、貨物、認証に関する規

制が本年中にも実施される予定であるこ

とから、2019年もその勢いはとどまり

ません。 

 

以下では、2019 年に実施される規制の概

要を施行日別に説明します。メンバーの皆様は、関係する船員と陸上スタッフに内容を周知するよう

にしてください。IMO、ILO その他の国際機関によって施行される規制のほかに、国内規制の変更も

取り上げています。2018 年に実施された主要な変更の概要については、こちらから確認いただけま

す。 

 

2019年 1月 1日 

 

決議 A.1116(30)：脱出経路の標識および設備の位置の標示 

 

安全標識を ISO 規格に整合させるため、IMO は、脱出手段、救命システムの位置のほか、救命設備

を作動させるための指示標識を示すために使用すべき最新の標識およびグラフィックシンボルを導入

しました。安全標識および設備の位置の標示は、ISO 規格との整合性が確保されました。2019 年 1

月 1 日以降に建造されたすべての船舶、および 2019 年 1 月 1 日以降に、適用される SOLAS 第 II-2

章および／または第 III 章の範囲内の修理、改修、改造および艤装を行ったすべての船舶について

は、IMO 決議 A.1116(30)の附属書の表 1、表 2、表 3 の標識に沿ったものにしなければなりません。 

 

決議には、SOLAS 規制 II-2/15.2.4 で要求される火災制御図を作成するに当たり、決議 A.952(23)に

従って使用されるべき標識も含まれています。 

 

 

決議MEPC.286(71)：バンカーデリバリーノートに記載すべき情報 

 

現行のバンカーデリバリーノート（BDN）は、サプライヤーの宣言を、2020 年 1 月 1 日から全世界

の上限を 3.5%から 0.5%に引き下げる MARPOL 条約附属書の規制 14.1 または排出規制海域の上限

を定める規制 14.4 に供給した燃料油が合致している旨の記載に限定しており、スクラバーを搭載し

ている船舶または免除された船舶への高硫黄燃料油の供給には対処していません。したがって、

BDN の文言は、そのような供給を考慮するよう修正されました。購入者が定めた硫黄分上限を記載
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した選択ボックスが導入されました。新しい BDN の選択ボックスの文言により、バンカー重油のサ

プライヤーは、供給された燃料が 0.5％という硫黄分上限を超える場合に、燃料は MARPOL 条約を

遵守して使用されるものであるとの通知を購入者から取得することも義務付けられます。これに関す

る国際バンカー産業協会（IBIA）発行のガイダンスは、こちらからご覧いただけます。ポートステー

トコントロールその他の当局との問題を回避するため、乗組員に BDN の新しい要件を周知する必要

があります。 

  

 

決議 MEPC.286(71)：NOx 3次規制のためのバルト海域および北海海域の排出規制海域への指

定 

 

バルト海および北海海域の排出規制海域（ECA）が、SOx に加えて NOx に対応するために拡大され

ます。2021 年 1 月 1 日以降に建造された船舶に搭載された出力 130kw を超えるエンジンについて

は、これらの 2 つの海域内で運航する場合には、3 次規制に係る認証を得なければなりません。規制

は、2021 年 1 月 1 日以降に既存の船舶に搭載される同一でない交換エンジンまたは追加のエンジン

にも適用されます。2019 年 1 月 1 日以降、4 つの ECA のすべて、すなわち、バルト海、北海、北米

沿岸、および米国カリブ海には、SOx および NOx の双方が該当します。MARPOR 条約の各種附属

書に基づく特別海域の最新リストは、こちらから確認いただけます。 

 

 

決議MSC.426(98)：国際海上固体ばら積み貨物（IMSBC）コードの改正  

 

いくつかの貨物に関する新たな個別の付則が導入され、既存の付則が改訂されました。最も注目すべ

き点は、別途試験済みの場合を除き、石炭の分類が Group A と Group B の両方に該当することで

す。石炭貨物が Group A でないことを荷送人が証明する方法は 2 つあります。 

 

· 石炭貨物は、粒径分布が「1mm 未満のものが全体の 10%以下で、なおかつ、10mm 未満のも の

が全体の 50%以下」であれば、Group A の規定が適用されないものとなります。 

· 別の手段としては、積出地の国の管轄当局が、ある石炭貨物が Group A に該当する性質のものか

どうか判定する評価基準を指定できます。その評価基準は IMSBC コードの付録 2 に記載される

GroupA 貨物用の試験結果に基づくものとなることが想定されます。 

 

石炭の輸送許容水分値（TML）の試験には、修正 Proctor/Fagerberg（PF）手順を使用する必要があ

ります。これは、サンプル内の 50 mm を超える塊の取扱方法について新たな手順を定めたものであ

るとともに、Proctor ハンマーやシリンダも他の PF 法とは異なるという点で、例えば鉄鉱粉用に修

正された既存の PF 法とは大きく異なります。石炭貨物に関する修正の詳細は、2018 年 11 月 27 日

発行の Gard Alert をご覧ください。 
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荷送人は、固体ばら積み貨物の TML を判断するための試験を貨物の積込み日から 6 か月以内に行う

とともに、貨物の組成または性状に変化が生じることが合理的に想定される場合には、TML の試験

を繰り返すようにしなければなりません。また、荷送人は、貨物の水分含有量に関するサンプリン

グ・試験と積込み開始日の間隔が 7 日を超えないようにしなければなりません。貨物が積込み完了ま

での間に大雨または大雪にさらされた場合には、荷送人の責任で水分含有量が TML を下回るように

しなければなりません。 

 

現在では、荷送人には、固体ばら積み貨物が海洋環境に有害（HME）な物質に分類されるか否かを

宣言することが義務付けられています。固体ばら積み貨物を海洋環境有害性物質に分類する基準は、

決議 MEPC.277(70)でご覧いただけます。HME に該当する貨物残留物および HME に該当しない貨物

残留物の廃棄について、廃物記録簿のパート II に記載しなければなりません。この要件は、2018 年

3 月 1 日に施行され、この話題に関する Gard Alert は、こちらから確認いただけます。船長は、

MEPC.1/Circ.834/Rev.1 の付録 1 に定める書式を使用して、不適切な港湾受入れ施設を旗国のほか、

可能な場合には寄港国の当局に対して通報することが望まれます。 

 

決議MEPC.278(70) および MEPC 282(70)：IMO燃費報告制度（DOS）および船舶エネルギー

効率管理計画書（SEEMPパート II） 

 

国際航海に従事している 5,000GT 以上のすべての船舶は、SEEMP パート II に定める手順に従い、

その使用する各種の燃料油の消費データのほか、その他の追加の所定のデータ（トランスポートワー

クに関するプロキシを含む）を収集しなければなりません。そのデータは 2018 年 12 月 31 日までに

承認されなければなりません。蓄積したデータは、各暦年の末日までに旗国に報告され、旗国は、デ

ータが要件に従って報告された旨を判断した上で、適合鑑定書（Statement of Compliance）を船舶

に発行します。SEEMP パート II には、データの収集方法の説明および船舶の旗国へのデータの報告

に使用されるプロセスを記載しなければなりません。上記の要件に関して重要な期日は、以下の通り

です。 

 

· 2019 年 1 月 1 日：最初の報告期間の開始 

· 2019 年 12 月 31 日：最初の報告期間の終了 

· 2020 年 3 月 31 日以前：最初の報告期間に関する燃料油消費データについての報告書の提出 

· 2020 年 5 月 31 日：船舶への適合鑑定書の発行 

 

中国、台湾、香港における国内の排出規制要件 

 

· 中国：2019 年 1 月 1 日以降、船舶が中国の領海に入る前に、硫黄分濃度が 0.50％を超えない燃

料に切り替えなければなりません。そのほか、2020 年までの重要な期日は以下の通りです。 

Ἀ 2019 年 7 月 1 日以降、陸上電源供給を受けることができる「タンカー以外の船舶」は、陸

上電源を使用しなければなりません。 

Ἀ 2020 年 1 月 1 日以降、内陸 ECA（長江と西江）に入る船舶は、当該内陸 ECA 内での運航
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時には、硫黄分濃度が 0.10%を超えない燃料を使用しなければなりません。 

これに関する Gard Alert は、こちらから確認いただけます。 

 

· 台湾：スクラバーを搭載していない船舶は、国際商業港湾エリアに入るときには、硫黄分濃度

が0.50%を超えない燃料を使用しなければなりません。台湾における低硫黄規制の導入に関する

Gard Alert は、こちらからご覧いただけます。 

 

· 香港：停泊中の船舶に硫黄分 0.50%以下の燃料油の使用を義務付ける香港の現行の「バースでの

使用燃料規則」は、香港海域を運航する船舶にも拡大適用される規則に置き換わります。香港

海域内では、航行中か停泊中かを問わず、スクラバーを装備していない船舶は、硫黄分濃度

0.50%以下の燃料の使用が義務付けられます。この規制の写しはこちらから入手できます。この

変更を取り上げた Gard Alert は、こちらから確認いただけます。 

 

 

中国の船舶に関するエネルギー消費に係るデータ収集に関する規則（RDCECS） 

 

中国の港に寄港する、400GT 以上または推進力 750kW 超の主機で動く船舶は、出港する前に、中国

の海事局（MSA）に最終航海のエネルギー消費データを報告しなければなりません。以下の条件に

該当する場合には、単一の航海区域報告書に代えて月次報告書を提出することもできます。 

 

· 船舶が固定区域を航行しており、1 航海当たりの航行時間が 4 時間以下であること。 

· 船舶が固定航路を航行しており、1 航海当たりの航行時間が 12 時間以下であること。 

 

船舶は、使用されるウェブベースのプラットフォームが現時点では中国語にのみ対応していることか

ら、現地の代理店を通じてデータを報告することをお勧めします。この新規則に焦点をあてた

BIMCO の記事は、こちらからご覧いただけます。 

 

2019年 1月 8日 

 

2006年海上労働条約（MLC）の 2016年改正：規則 4.3および規則 5.1に関する改正 

 

· 規則 4.3：職業上の事故、傷害および疾病についての規定に関する MLC 指針の B4.3.1 が改正さ

れ、安全衛生にハラスメントといじめも含めることになりました。船主、運航者および船舶管

理者者は、その手順を改正するときには、国際海運会議所と国際運輸労連が共同発行した「船

上におけるハラスメントといじめの撤廃に関する手引き」を考慮に入れることができます。な

お、当該手引きはこちらから入手することができます。 

· 規則 5.1：基準 A5.1.3 が改正され、船舶が更新検査に合格したものの、新たな海上労働（ML）

証書の本証書が直ちに発行できず、船上に備え置くことができない場合には ML 証書の有効期間

を最長 5 か月間、延長できるようになりました。新証書は、既存の証書の日付から最長 5 年間有

効です。 
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2019年 4月 9日 

 

決議 FAL.12(40)：電子的な情報交換 

 

FAL 条約の 2016 年改正に従い、公的機関に電子的な情報交換が義務付けられます。そのシステムの

導入日から少なくとも 12 か月を移行期間とします。 

 

2019年 4月 30日 

 

EU MRV海運規則 2015/757：CO2排出報告書の提出 

 

企業は、その責任下にある各船舶について、報告期間の全体にわたる CO2 排出および他の関連情報

に関する排出報告書（ただし、認証者が満足できるものとして認証したもの）を欧州委員会および関

係旗国の当局に提出しなければなりません。2019 年 6 月 30 日までに、すべての船舶は、適合証書を

船上に備え置かなければなりません。EU の CO2 排出の監視、報告、認証（EU-MRV）に関する

Gard Alert は、こちらからご覧いただけます。 

 

2019年 6月 1日 

 

決議 MEPC.275(69)：バルト海特別海域 

 

旅客船は、下記の実施スケジュールに従い、未処理の汚水をバルト海に排出できなくなります。処理

済みの汚水を排出するためには、船舶は、決議 MEPC.227(64)の要件を満たした承認済みの汚水処理

装置を船上に設けなければなりません。もう 1 つの選択肢としては、適切な容量の汚水貯留タンクが

設置されていることです。 

 

· 2019 年 6 月 1 日：2019 年 6 月 1 日以降に建造契約が締結されたか、または 2021 年 6 月 1 日よ

り後に引き渡された新造旅客船の場合 

· 2021 年 6 月 1 日：既存の旅客船の場合 

· 2023 年 6 月 1 日：特別海域外の港と、東経 28 度 10 分以東の港の間を航行する既存の旅客船の

場合 

 

2019年 6月 30日 

 

EU MRV海運規則  2015/757：適合証書（DOC）の携行 

 

当該報告期間中に航海を行った、欧州の港を発着する船舶は、認定された認証者が発行した DOC を

船上に備え置かなければなりません。DOC は、報告期間の終了時から 18 か月間、有効でなければな

らず、また、以下の情報が記載されていなければなりません。 
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· 船舶を特定できる事項（名称、IMO 識別番号、船籍港または母港） 

· 船主の名称、住所、主たる事業所 

· 認証者を特定できる事項 

· 適合証書の発行日、有効期間、対象の報告期間 

 

また、委員会は、以下の情報を公表します。 

 

· 船舶を特定できる事項（名称、IMO 識別番号、船籍港または母港） 

· 船舶の技術的効率性（該当する場合は EEDI または EIV） 

· 年間 CO2 排出量 

· 航海に係る年間総燃料消費量 

· 年間平均燃料消費量および航行距離当たりの CO2 排出量 

· 年間平均燃料消費量および航行距離・輸送貨物当たりの CO2 排出量 

· 航海中に海上で費やした年間合計時間 

· 監視に用いた方法 

· 適合証書の発行日および満了日 

· 排出報告書を評価した認証者を特定できる事項 

 

2019年 7月 1日 

 

決議MSC.338(91)：消火活動で使用される圧縮空気呼吸具に関する新要件 

 

2014 年 7 月 1 日より前に建造された船舶の圧縮空気呼吸具には、シリンダ内の圧縮空気の量が 200

リットル以下に低下する前にその使用者に対して警告を発する可聴警報および可視その他の装置が備

えられなければなりません。2019 年 7 月 1 日以降の最初の安全設備調査でその遵守が確認されま

す。2014 年 7 月 1 日以降に建造された船舶については、これらの要件は、引渡し時に遵守していな

ければなりません。改正された FSS コードの要件は、決議 MSC.339(91)に記載されています。船上

の手順を改訂し、新しい設備を使用するときに乗組員に対する訓練を行うことが求められるようにな

ります。SCBA のセットが上記の要件に準拠していることを証明する文書をメーカーから入手するこ

とが推奨されます。 

 

MSC.1/Circ.1594：国際航空海上捜索救助マニュアル（IAMSAR ）の改訂 

 

本マニュアルの第 III 巻の他の重要な改訂に加えて、武力衝突時の海上救難サービスによる捜索救助

に関するセクションが新たに設けられました。SOLAS 規則 V/21 に従い、船舶には、IAMSAR マニ

ュアル第 III 巻の最新版を備え置かなければなりません。乗組員には、新版において取り入れられた

変更を周知する必要があります。 

 

EGC および NAVTEX設備の性能基準の改正 
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http://www.imo.org/en/KnowledgeCentre/IndexofIMOResolutions/Maritime-Safety-Committee-(MSC)/Documents/MSC.338(91).pdf
http://www.imo.org/en/KnowledgeCentre/IndexofIMOResolutions/Maritime-Safety-Committee-(MSC)/Documents/MSC.338(91).pdf
http://www.imo.org/en/KnowledgeCentre/IndexofIMOResolutions/Maritime-Safety-Committee-(MSC)/Documents/MSC.339(91).pdf
http://info.lr.org/l/12702/2018-08-01/53vg6j/12702/193901/MSC.1_Circ.1594_Amendments_To_The_International_Aeronautical_And_Maritime_Search_An.pdf
http://info.lr.org/l/12702/2018-08-01/53vg6j/12702/193901/MSC.1_Circ.1594_Amendments_To_The_International_Aeronautical_And_Maritime_Search_An.pdf
http://www.imo.org/en/KnowledgeCentre/IndexofIMOResolutions/Maritime-Safety-Committee-%28MSC%29/Documents/MSC.431%2898%29.pdf
http://www.imo.org/en/KnowledgeCentre/IndexofIMOResolutions/Maritime-Safety-Committee-%28MSC%29/Documents/MSC.430%2898%29.pdf
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MSC.430(98)には、EGC（高機能グループ呼出し受信機）の性能基準の改正が、MSC.431(98)には、

NAVTEX の性能基準の改正が記載されています。この設備は、SOLAS IV/7 のとおり船上に備え置く

ことが義務付けられており、また、SOLAS IV/14 に定める該当する性能基準を満たさなければなり

ません。2019 年 7 月 1 日以降に搭載される設備は、SOLAS IV/14 の性能基準に従って承認された型

のものでなければなりません。 

 

中国における国内排出規制海域：陸上電源の使用  

 

陸上電源供給を受けることができる「タンカー以外の船舶」は、沿岸 ECA 内の電源供給設備のある

港に 3 時間以上停泊する場合、および内陸 ECA 内のそうした設備のある港に 2 時間以上停泊する場

合には陸上電源を使用しなければなりません。船舶は、現地の代理店に連絡を取り、寄港するターミ

ナルでの陸上電源の利用可否に関する情報を取得することが推奨されます。また、排出規制要件を満

たすには、クリーンエネルギー、排ガス洗浄システム等の他の対策を利用することもできます。この

テーマを取り上げた、Gard のコレスポンデント発行のサーキュラーは、こちらからご覧いただけま

す。 

 

2019年 9月 1日 

 

決議 MEPC.301(72)：RoRo貨物船および RoRo旅客船について必要な EEDI 

 

IMO は、RoRo 貨物船と RoRo 旅客船に関する EEDI 要件を満たすにあたっての問題を認識した後、

（参考 EEDI を船舶のサイズの関数として示して、船種毎のベースライン EEDI として定められてい

る）リファレンスラインを 20％引き上げること、載貨重量の閾値を導入することを決定しました。

この新しいリファレンスラインは、2019 年 9 月 1 日から実施され、以下のいずれかに該当する船舶

に適用されます。 

 

· 建造契約が 2020 年 1 月 1 日以降に締結されたこと。 

· 建造契約が 2020 年 1 月 1 日より前に締結され、引渡しが 2024 年 1 月 1 日以降であること。 

· 建造契約が存在しない場合には、キールが据え付けられた（起工）日が 2020 年 7 月 1 日より後

であること。 

 

IMO は、早期の実施を奨励しています。新規の建造にリファレンスを早期に適用することを希望す

るメンバーは、該当する旗国に接触する必要があります。 

 
 

2019年 10月 13日 

 

決議 MEPC.296(72)：決議 MEPC.297(72)：船舶のバラスト水管理の実施スケジュール 
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http://www.imo.org/en/KnowledgeCentre/IndexofIMOResolutions/Maritime-Safety-Committee-%28MSC%29/Documents/MSC.430%2898%29.pdf
http://www.imo.org/en/KnowledgeCentre/IndexofIMOResolutions/Maritime-Safety-Committee-%28MSC%29/Documents/MSC.431%2898%29.pdf
http://www.gard.no/web/updates/content/26771455/china-expands-its-sulphur-emission-control-areas
http://www.gard.no/web/updates/content/26771455/china-expands-its-sulphur-emission-control-areas
http://www.huataimarine.com/index.php?m=newscon&id=361&twoid=543
http://www.imo.org/en/KnowledgeCentre/IndexofIMOResolutions/Marine-Environment-Protection-Committee-%28MEPC%29/Documents/MEPC.301%2872%29.pdf
http://www.imo.org/en/KnowledgeCentre/IndexofIMOResolutions/Marine-Environment-Protection-Committee-%28MEPC%29/Documents/MEPC.301%2872%29.pdf
http://www.imo.org/en/OurWork/Environment/PollutionPrevention/AirPollution/Documents/Air%20pollution/M2%20EE%20regulations%20and%20guidelines%20final.pdf
http://www.imo.org/en/OurWork/Environment/PollutionPrevention/AirPollution/Documents/Air%20pollution/M2%20EE%20regulations%20and%20guidelines%20final.pdf
http://www.imo.org/en/KnowledgeCentre/IndexofIMOResolutions/Marine-Environment-Protection-Committee-%28MEPC%29/Documents/MEPC.297%2872%29.pdf
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バラスト水管理システムの承認のための G8 ガイドラインに基づいてバラスト水管理システムの承認

に関する規約（BWMS 規約）が導入されます。新しい規約と G8 ガイドラインとの間に技術的な内

容の変更はありません。後者は、BWMS 規約が施行された時点で廃止されます。BWMS 規約は、

MEPC.300(72)に収録されています。決議 MEPC.297(72)：船舶のバラスト水管理の実施スケジュ

ール 

 

バラスト水管理条約の改正規則 B-3 が MEPC 72 において IMO によって採用され、2019 年 10 月 13

日に施行されます。D-2 生物学的基準の遵守の実施スケジュールには変更はありません。すなわち、

2017 年 9 月 8 日以降に建造された船舶には、引渡し時にバラスト水処理システム（BWTS）を搭載

しなければならないのに対し、この日より前に建造された船舶については、段階的導入スケジュール

は 2019 年 9 月 8 日より後の IOPP 更新日次第となります。この複雑な搭載スキームの詳細は、2017

年 7 月 10 日に公表された Gard Alert「バラスト水管理 - 2017 年 9 月 8 日に向けた準備は万端です

か?」で確認いただけます。 

 

 

 

 

決議 MEPC.299(72)：国際バラスト水管理証書への追加検査の裏書 

 

バラスト水管理条約の規則 E-1 が改正され、追加検査には BWM 証書への裏書を要することが明確に

なりました。規則 E-5 も改正され、年間調査スケジュールに関する要件は中間検査にも適用されるこ

とが明確になりました。 

 

2020年に向けての準備 

 

以上が、2018 年に行われた主要な規制の変更と、2019 年中に施行される規制の概要です。世界的な

硫黄分規制（現行の 3.50％から 0.50％への引き下げ）の施行まで 12 か月を切りました。この機会

に、その準備を今すぐ開始することが重要であることを再認識いただきたいと思います。また、

Gard は、義務ではありませんが、船舶実施計画書（SIP）を策定すべきとする IMO の勧告を支持し

ます。これは、船主、船舶管理者、運航者が、2020 年 1 月 1 日の 0.50％の硫黄分規制の遵守に備え

るために船舶が講じるべき措置を計画する上で役立つものであり、かかる措置が講じられていること

を証明するものにもなります。SIP には、以下のような事項を盛り込む必要があります。 

 

· リスク評価とリスク軽減策（新たな燃料の使用による効果） 

· 燃料油システムの改修とタンクの洗浄（必要な場合） 

· 燃料油の容量と分離機能 

· 規制に準拠した燃料の調達 

· 燃料油の切り替え計画（残存する従来の燃料油から硫黄分濃度 0.50%の規制に準拠した燃料油へ

の切り替え） 

· 文書化と報告
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http://www.imo.org/en/KnowledgeCentre/IndexofIMOResolutions/Marine-Environment-Protection-Committee-%28MEPC%29/Documents/MEPC.300%2872%29.pdf
http://www.imo.org/en/KnowledgeCentre/IndexofIMOResolutions/Marine-Environment-Protection-Committee-%28MEPC%29/Documents/MEPC.297%2872%29.pdf
http://www.imo.org/en/KnowledgeCentre/IndexofIMOResolutions/Marine-Environment-Protection-Committee-%28MEPC%29/Documents/MEPC.297%2872%29.pdf
http://www.gard.no/Content/23727596/Gard%20Insight%20-%20Ballast%20water%20management%20-%20are%20you%20ready%20for%208%20September%202017%20(JP).pdf
http://www.gard.no/Content/23727596/Gard%20Insight%20-%20Ballast%20water%20management%20-%20are%20you%20ready%20for%208%20September%202017%20(JP).pdf
http://www.imo.org/en/KnowledgeCentre/IndexofIMOResolutions/Marine-Environment-Protection-Committee-%28MEPC%29/Documents/MEPC.299%2872%29.pdf
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海洋環境保護委員会第 73 回会合（MEPC 73）において、SIP の策定に関する IMO ガイダンスが承

認され、MEPC.1/Circ.878 として発行されました。これについては、国際海運会議所（International 

Chamber of Shipping = ICS）が作成したガイドラインも参照してください。認知度を高め、時宜に

即した遵守を奨励するため、パリ MOU と東京 MOU のポートステートコントロール当局は、2019 年

1 月 1 日から 2020 年の硫黄分規制の遵守の準備ができていない船舶に対し、注意喚起文書の送付を

開始します。 
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http://www.gard.no/Content/26643626/MEPC1-Circ878_Guidance%20of%20the%20development%20of%20a%20SIP.pdf
http://www.ics-shipping.org/docs/default-source/resources/ics-guidance-on-implementation-of-2020-global-sulphur-cap---september-2018.pdf?sfvrsn=8
https://www.parismou.org/sites/default/files/Letter%20of%20Warning%20Sulphur%20Content%20-%20Paris%20MoU%20on%20PSC.pdf

